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別記様式1

主 専 攻 プ ロ グ ラ ム 詳 述 書

開設学部（学科）名〔 理学部（生物科学科） 〕

生物学プログラムプログラムの名称（和文）

（英文） Biology

１．プログラムの紹介と概要

生物学プログラムでは，生物現象を分子・細胞レベルから個体・群集レベルまで多角的に捉えることが

できる人材を育成する教育活動と，生物現象を探求する研究活動を通して人類の進歩に貢献することを目

標としています。生物現象を理解し探求するには，動物・植物・微生物についての知識と生態学・生理学・

生化学・遺伝学等の基礎技術を習得し，学際領域にわたる幅広い分野に対する理解を深めることが必要で

す。 徹底した探求の成果は，例えばバイオテクノロジーとして，あるいは，人間活動の自然界への影響評

価技術として活用されています。

生物学プログラムは大別すると教養教育科目と専門教育科目からなり，教養教育科目には教養コア科目，

共通科目，基盤科目, スポーツ実習科目があります。教養コア科目・共通科目は，社会の一員としてあるい

は個人として身につける一般的教養としての位置付けで，社会の見方や人格を形成する上で重要です。受

講者個人の興味に応じて授業選択できるようになっています。基盤科目は、基礎科学等の理系分野の基礎

知識を修得するためのものです。専門教育科目には専門基礎科目と専門科目が含まれています。専門であ

る生物学では，知識概念と実践を重視しています。講義演習に加えて２年生から実験を平行して受講しな

がら実践能力を習得できます。従って，受講者は動物学・植物学・生化学・遺伝学の４本柱を中心に体系

的かつ有機的に構築されている基盤科目，専門基礎科目，専門科目を通して生物学の基礎知識と技能を習

得します。また，得た知識や成果を報告書としてまとめる技術，他者に効果的に伝えるための技術を演習

と実習で身につけます。最終学年では，各研究室に所属して卒業研究を行います。最新の実験技術を身に

つけながら未解明の課題に取り組んで，生物学の専門家としての自覚を高めます。

本プログラムは，中学校，高等学校の理科教員免許を取得しようとする者にも対応できるように配慮さ

れています。

２．プログラムの開始時期とプログラム選択のための既修得要件（履修科目名及び単位数等）

理学部では学科ごとの入学試験を課しています。生物学プログラムは，生物科学科入学生を主たる対象

者としており，生物科学科入学者は入学時に本プログラムを選択します。従って，１年次のはじめから生

物学プログラムに則った教育を受けることになります。ただし，生物科学科入学者は，以下の科目を高校

までの履修科目として習熟していることを想定しています。未履修であるか，習熟不十分な者は，補充的

教育の履修を必須とします。

科目名：数学，物理学，生物学

（平成 22 年度入学生対象）



生物学プログラムは全学の学生にも開かれていますが，生物科学科生以外の学生がプログラム選択する

のに必要な要件等は，転学部または転学科の規定に基づき別途定めます。

３．プログラムの到達目標と成果

(１) プログラムの到達目標

生物学プログラムでは，生物学の知識経験をもち，基礎的研究や応用的開発に従事する技術者，産

業界における実務や理科教育などあらゆる関連分野の第一線で活躍できる人材，英語によるプレゼン

テーション能力を併せもった国際人としての資質を備えた人材などの養成を目的に教育を行います。

また，生物学プログラムは，受講者が大学院に進学した際に大学院での先端的な研究と教育に取り組

めるように配慮されており，学部教育と大学院での教育を通して自立的に活躍できる有能な科学者や

技術者の輩出を目指しています。

これら到達目標を実現するために，広島文理科大学からの伝統を引き継ぎ現代生物学の概念と手法

の加味された質の高い教育プログラムを提供し，学生の習熟度などに配慮しながら柔軟に教育する体

制を整えています。

身についた知識や技能をもとに自然界の現象を見直したりこれらの応用について発想を巡らす事，

また，社会的に重要で解決を要する課題について把握し，その解決へ向けて獲得した知識や技能を適

用する方策について発想を巡らす事などにより，学生の学習意欲は大変高まります。そのため，講義

や実習においては最新知識を伝えるだけでなく，学問分野の発展の歴史と当時の社会との関わりや分

野間の有機的関連についても解説し，未開拓な分野や現象についても随時講義や実習に取り入れて解

説を行います。

学生のコミュニケーション能力を高めるために，周囲の同僚学生，先輩や社会人，さらに研究現場

の一流の研究者に働きかけ，彼らと学生がコミュニケーションをとる頻度を高くします。文章やスピ

ーチを読み聞きして要約整理する国語的能力や外国語習得の能力は，繰り返し行うことで高められま

す。同様に，他人との意思疎通の能力も，先輩や同僚等を相手に繰り返し行うことで高めることがで

きるからです。さらに，報告書や論文を書く能力を高める為に，講義や実習で学生に報告書の作成を

度々要求します。また，学生自身が得た実験結果をもとに専門分野の深い討論を行い，結果を論文に

まとめる作業は最終学年の卒業研究で実践されます。

これらは学生にとって大変に苦しい作業のようにもみえますが，科学の知識・経験をある程度身に

付けた上でより高度な内容や他分野の科学に触れると，獲得した知識が知識間で次々と有機的に連関

していきます。この事により，学生は知識の吸収が更に容易になり楽しくなるので，気付かぬうちに

自身の能力が高まってゆきます。また，自ら発表や論文作成を行うと発表技能が高まるだけでなく，

足りない知識やテーマのポイントが他からの指摘で明白になるので，自身の研究の質も上昇します。

(２) プログラムによる学習の成果

○ 知識・理解



１ 基礎科学等の理系分野の基礎知識の習得

２ 動物学，植物学，生化学，遺伝学等の基礎的知識の習熟

３ 生物学各専門分野の高度な専門的知識の理解と習得

４ 生物学学術論文を読解できるレベルの専門用語英語力の修得

○ 知的能力・技能

身につけた基礎的知識を生物学的諸問題に応用できる能力の修得

１ 自然現象を分析的に観察する思考力。

２ 分析の結果得られるデータを解釈類型化評価する能力。

３ 学術論文を読みこなすことができるレベルの論文読解力と英語力。

○ 実践的能力・技能。

身につけた基礎的知識をもとに実験・調査などを遂行する能力の修得

１ 基礎的な観察技能と実験操作技能。

２ 観察した自然現象や実験操作の結果を，記述する能力。

３ データを分析処理する能力。

４ 関連する情報を収集する能力。

○ 総合的能力・技能

研究の実行・解析能力の修得

１ 高度な実験操作技能。

２ 新規な実験・研究手法。

３ 新奇な実験事実の解析能力。

４ 未経験な内容に取り組む姿勢。

４．教育内容・構造と実施体制

(１) 学位の概要 （学位の種類，必要な単位数）

学士（理学），１２８単位

(２) 得られる資格等

１ 教育職員免許状

（１） 中学校一種免許状 （理科）

（２） 高等学校一種免許状（理科）

２ 学芸員となる資格

資格取得に関する詳細は，「学生便覧」（入学時配付）を参照してください。

(３) プログラムの構造

別紙２を参照してください。



(４) 卒業論文（卒業研究）

１ 目的

３年次までに修得した生物学の基礎知識や基本的な技能を土台に，配属先の研究グループで行わ

れている最先端の研究に携わります。それを通して，その研究分野を中心とした最新の知識を吸収

し，高度な技能を身につけます。また，研究の進め方を学びとり，独自性，向上心，忍耐力，協調

性，柔軟性が備わった技術者・科学者としての資質を磨きます。そして，さらに大学院あるいは企

業での活動や社会における活動に活かせる能力を身につけます。研究グループ内での日常の議論や

演習によってプレゼンテーション能力を高めます。一年間の卒業研究の内容を卒業論文としてまと

め，ポスター発表を行うことで，プログラム受講修了者としての自信を獲得できます。

２ 研究概要について

生物科学科のホームページにて各研究グループの研究概要を紹介しています。また，卒業研究を

指導できる教員や研究室所属の大学院および学部学生と面会して研究グループの活動を聞くことも

可能です。３年次開講の「先端生物学」の講義で各研究室の研究内容を解説するので参考にして下

さい。

３ 配属時期と配属方法

配属時期：４年次開始時とします。ただし，「卒業研究履修条件」を満たす者を対象とします

（「卒業研究履修条件」は，理学部学生便覧を参照してください） 。

配属方法：生物科学科教員会で各研究グループへの配属上限定員を定めます。学生の希望を配慮

して配属するために，３年次末に配属希望調査を実施します。上限定員を上回る場合

は成績上位者から配属されます。

５．授業科目及び授業内容

別紙３を参照してください。

シラバスは，「履修の手引」（理学部）又は「もみじ」を参照してください。

６．教育・学習

（１） 教育方法・学習方法

別紙１を参照してください。

（２） 学習支援体制

１ 学生の教育力育成

ＴＡ（ティーチング・アシスタント）制

大学院学生による学部学生の教育支援制度です。学部学生にとってより身近な存在である先

輩から教育を受けることができると同時に，教育を担当する大学院学生がその体験を通して教

育方法を学びます。

２ 教員組織

（１） チューター制度（教養教育チューター，学士課程チューター：１年次から４年次）



（２） 卒業研究指導教員

（３） 主専攻プログラム担当教員会

３ 事務組織等

（１） 学習支援システム（「もみじ」，「掲示板」）

（２） 学生支援グループ（学部），運営支援グループ（学科）

（３） 学生活動支援

（４） 障害学生支援

（５） 就職支援（就職担当教員による就職情報の提供等）

（６） 保健管理センター（健康，カウンセリング）

（７） 各種相談

（８） 奨学金制度

４ 施設

（１） 附属臨海実験所・附属宮島自然植物実験所

（２） 実験圃場・学習用植物園・動物飼育室・植物標本室

（３） 附属両生類研究施設・附属植物遺伝子保管実験施設

（４） 図書館・図書室

（５） 情報メディア教育研究センター・自然科学研究支援開発センターアイソトープ総合部門（RI）

５ 留学支援

（１） 短期留学

（２） ＨＵＳＡ（広島大学短期交換留学プログラム）

（３） ＪＩＣＡ（独立行政法人国際協力機構）

（４） 利用可能な大学間協定，部局間協定の紹介

７．評価（試験・成績評価）

（１） 到達度チェックの仕組み

１ 「知識・理解」の到達度測定は，各授業成績を総合した平均評価点によって測定されます。

２ 授業の成績は，秀・優・良・可・不可で判定します。判定結果は，半期ごとの成績表で通知し

ます。

３ 学年平均評価点（学年ＧＰＡ）は，各学年次終了後，所定の計算法により計算します。

４ 学年ＧＰＡが７５点以上の者は，成績優秀者として認定します。

５ 「知的能力・技能」に関する到達度は，専門教育科目の中の演習において評価します。

６ 「実践的能力・技能」に関する到達度は，生物科学基礎実験および野外実習において評価しま

す。

７ 「総合的能力・技能」に関する到達度は，卒業研究において評価します。

（２） 成績が示す意味

別紙４を参照してください。



８．プログラムの責任体制と評価

（１） ＰＤＣＡ責任体制（計画(plan)・実施(do)・評価 (check)・改善 (action)）

計画・実施は，生物学主専攻プログラム担当教員会（主任者：学科長）が行います。

評価検討については，生物学主専攻プログラム担当教員会が用意した資料をもとに，学科長が担

当委員会（生物科学科教務委員会）に諮問し，その答申内容を尊重して生物学主専攻プログラム担

当教員会が対処します。

主専攻プログラム担当教員会に所属する教員は別紙５を参照してください。

（２） プログラムの評価

１ プログラム評価の観点

（１） 卒業生の習熟度

（２） 学生の満足度

（３） 教員の満足度

（４） 卒業研究の成果

２ 評価の実施方法

（１） 既卒業生による外部評価をします。

（２） 在学生および卒業生によるプログラム全体に対する評価アンケートを実施します。

（３） 教員によるプログラム全体に対する評価アンケートを実施します。

（４） 卒業研究の成果に対する卒業生のアンケートを実施します。

３ 学生へのフィードバックの考え方とその方法

「学生本位の教育」を基本理念として，年度ごとに卒業生による外部評価や在学生および卒業生

による評価アンケートの結果を総合的に検討し，プログラムにおける問題点を見出します。そして，

必要に応じて生物学主専攻プログラム担当教員会が主体となってプログラムの構成や授業内容を変

更します。



別紙１

プ ロ グ ラ ム の 教 育 ・ 学 習 方 法

○ 知識・理解

○ 知的能力・技能

身につく知識・理解等

１ 基礎科学等の理系分野の基礎知識を習得し，

更に，動物学，植物学，生化学，遺伝学の基礎

的知識を徹底して理解習得する。

２ 生物学諸専門分野や学際領域における高度

な専門的知識を理解習得する。

３ 生物学学術論文を読解できるレベルの専門

用語英語を修得する。

教育・学習の方法

１ 基礎となる知識と理解は，専門基礎科目およ

び専門科目の講義において教育する。

２ 専門的，発展的知識と理解は，専門科目の講

義において教育する。

３ 英語の実践的知識と理解は，生物科学セミ

ナーにおいて教育する。

評価

知識と理解は，試験，レポート，討論などを通

して評価する。

身につく能力・技能・態度等

身につけた基礎的知識を生物学的諸問題に応

用できる能力と技能態度を修得する。

１ 自然現象を分析的に観察する思考力。

２ 分析の結果得られるデータを解釈類型化

し，適用可能な概念を特定する能力。

３ 学術論文を読みこなすことができるレベ

ルの論文読解力の修得。

４ 英語学術論文を読解できるレベルの英語

読解力の修得。

教育・学習の方法

基礎的な分析力と解釈の能力は生物科学基礎実

験および演習で教育する。

最終的に，高度な分析力と解釈の能力および読

解力は，卒業研究と並行して実施する演習におい

て教育する。

評価

日常発揮される行動や発表態度および提出され

たレポート内容を通して評価する。習得段階を考

慮して評価する。
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○ 実践的能力・技能

○ 総合的能力・技能

身につく能力・技能・態度等

身につけた基礎的知識をもとに実験などの実

践を遂行できる能力を修得する。

１ 基礎的な観察技能と実験操作技能。

２ 観察した自然現象や実験操作の結果を記

述する能力。

３ 関連するデータを収集し評価する能力。

教育・学習の方法

生物科学基礎実験および野外実習において段階

的に教育する。

評価

日常発揮される行動や発表態度および提出され

たレポート内容を通して評価する。習得段階を考

慮して評価する。

身につく能力・技能・態度等

１ 自然現象を観察し，自ら問題提起できる能力

を修得する。

２ データベースや図書文献などを活用して最

新の関連学術情報を収集し，その中から必要な

情報を抽出する能力を修得する。

３ 抽出した情報を理解して整理し，他人に伝え

る能力を修得する。

４ 種々の知識や能力と整理された情報を用い

て具体的な研究計画を立案する能力を修得す

る。

教育・学習の方法

基礎的な能力・技能は生物科学基礎実験および

演習で教育する。

最終的に，高度な能力・技能は卒業研究で教育

する。

評価

日常発揮される行動や発表態度を通して評価す

る。



生物学プログラムの概念図 
 

生物学プログラム概要 

分子・細胞レベルから個体・群集レベルまでの要素を体系的に学習できる基

礎生物学教育である。現代生物学の広い基礎知識と基礎技術を習得し，生物現

象を多角的に捉えることができる人材を育成する。科目区分を問わず授業選択

を可能とする単位数を多く確保することで，さらに深い専門的学習，専門境界

領域の学習，社会との関わりについての学習や免許取得のための学習など学生

個人の個性目標を伸ばすことができる体制となっている。生命と環境について

の有機的理解が可能で総合力と創造力が涵養されるため，基礎生物学専門家，

理科教員だけでなく，関連分野での実践応用に適応可能な人材が育成される。 

 

 

学部：理学部（生物科学科）
 卒業

プログラムの 
到達度評価

（4年次）

（3年次）

（2年次）

（1年次）

入学

・到達度の確認

・到達度の確認

・到達度の確認

生物科学科入学と 

同時に生物学プログラム

を選択したことになる。

（卒業研究）

専門科目

専門基礎科目

共

通

科

目

一

般

科

目

基

盤

科

目

教

養

的

教

育

専

門

教

育

科
目
区
分
を
問
わ
な
い

教

養

教

育

（卒業研究） 

教
養
コ
ア
科
目

ス
ポ
ー
ツ
実
習
科
目 

共
通
科
目 



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

1 2 3 4 5 6 7 8

教養ゼミ （注２） 2 必修 ②

コミュニケーションⅠＡ 1 ①

コミュニケーションⅠＢ 1 ①

コミュニケーションⅡＡ 1 ①

コミュニケーションⅡＢ 1 ①

コミュニカティブ・ライティング 1 ○ ○

エクステンシブ・リーディング 1 ○ ○

オーラル・プリゼンテーション 1 ○ ○

インターミディエット・カンバセーション 1 ○ ○

メディア・リスニング 1 ○ ○

チャレンジングTOEIC(R) 1 ○ ○

ベーシック外国語Ⅰ 2 ○

ベーシック外国語Ⅱ 2 ○

情報活用演習 2 必修 ②

「パッケージ別科目」の１パッケージ
のうちから

各2 選択必修 ○ ○

「総合科目」のうちから 2 選択必修 ○ ○

全ての領域から
１また
は２

選択必修 ○ ○ ○ ○

生物学実験 1 ①

生物科学英語演習 1 ①

一般化学 2 ○

基礎物理化学 2 ○

統計学A 2 ○

統計学B 2 ○

統計データ解析A 2 ○

統計データ解析Ｂ 2 ○

物理学実験 1 ○

化学実験 1 ○

地学実験 1 ○

数学概説 2 ○

情報数理概説 2 ○

物理学概説Ａ 2 ○

物理学概説Ｂ 2 ○

化学概説Ａ 2 ○

化学概説Ｂ 2 ○

生物科学概説Ａ 2 ○

生物科学概説Ｂ 2 ○

地球惑星科学概説Ａ 2 ○

地球惑星科学概説Ｂ 2 ○

「スポーツ実習科目」から 各1 必修 ① ①

（教養教育）

区
分

科 目 区 分
要修得
単位数

授 業 科 目
単
位
数

履修指定

履 修 年 次 （下段の数字はセメスターを示す）

１年次 ２年次

生物学プログラム履修表
履修に関する条件は，生物学プログラム履修要領に記載されているので注意すること。

この表に掲げる授業科目の他，他プログラム・他学部又は他大学等で開講される授業科目を履修することができ，生物学プログラム担当教員会が認めるものにつ
いては，修得した単位を卒業要件の単位に算入することができる。
なお，Open-endな学びによるHi-サイエンティスト養成プログラムで開講される「科学リテラシー」（２単位），「科学英語セミナー」（１単位）及び「自由課題研究」（２単

位）も，卒業要件単位(科目区分は｢専門科目｣)に算入される。

※ 本プログラムに加えて所定の単位（詳細は学生便覧を参照のこと）を修得すれば，中学校教諭一種免許状（理科），高等学校教諭一種免許状（理科），学芸員と
なる資格の取得が可能である。

３年次 ４年次

教 養 ゼ ミ 2

外
国
語
科
目

英語
(注１）

コミュニケーションⅠ

4

英語以外の外国語
（ドイツ語，フランス語，スペ
イン語，ロシア語，中国語，
韓国語のうちから１言語選
択）

4

必修

コミュニケーションⅡ

コミュニケーションⅢ 2
選択必修

上記６科目のうちから２科目２単位

選択必修

選択必修

Ⅰ，Ⅱは同一言語を選択すること

情 報 科 目 2

パッケージ別科目 6

総合科目 2

領域科目

必修

4
選択必修

上記６科目のうちから２科目４単位

4

基 盤 科 目 13

2

1

教
養
コ
ア
科
目

（注２） ｢動物科学基礎演習｣又は｢宮島生物学演習｣のいずれか１コースを選択するものとする。２コースを受講した場合は，単位が認められるのは１科目２単位のみ。

上記３科目のうちから１科目１単位

6
選択必修

上記１０科目のうちから３科目６単位 （注３）

スポーツ実習科目 2

教
養
教
育

共
通
科
目

教養教育科目小計 41

（注１） 『英語』の履修については，上記の他，短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」，自学自習による「マルチメディア英語演習」を履修することも可能で
あり，単位を修得した場合，科目区分「コミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ」に相当する科目として要修得単位数に算入することができる。
また，外国語技能検定試験による単位認定制度もある。詳細は，学生便覧に掲載の教養教育の英語に関する項を参照のこと。

（注３） この区分のみ，３科目６単位を超えて単位を修得した場合，生物学プログラム所属生に限り，専門基礎科目として要修得単位数に算入することができる。
ただし，「生物科学概説Ａ」及び「生物科学概説Ｂ」は専門基礎科目とはならないので注意すること。



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

1 2 3 4 5 6 7 8

基礎生物科学Ａ 2 ②

基礎生物科学Ｂ 2 ②

生物科学セミナー 2 ②

理学部他プログラムで開講される専門
基礎科目の授業科目

○ ○ ○ ○ ○ ○

生物科学基礎実験Ⅰ 2 ②

生物科学基礎実験Ⅱ 2 ②

生物科学基礎実験Ⅲ 4 ④

生物科学基礎実験Ⅳ 4 ④

卒業研究 10 ⑤ ⑤

先端数学 2 ○

先端物理科学 2 ○

先端化学 2 ○

先端生物学 2 ○

先端地球惑星科学 2 ○

動物生理学Ａ 2 ○

微生物学 2 ○

植物分類学 2 ○

生化学Ａ 2 ○

分子遺伝学Ａ 2 ○

動物形態学 2 ○

遺伝学 2 ○

植物生態学Ａ 2 ○

動物生理学Ｂ 2 ○

植物生理学Ａ 2 ○

生化学Ｂ 2 ○

植物形態学 2 ○

細胞生物学Ａ 2 ○

発生生物学Ａ 2 ○

比較発生学 2 ○

植物生態学Ｂ 2 ○

分子遺伝学Ｂ 2 ○

細胞生物学Ｂ 2 ○

情報生物学 2 ○

植物生理学Ｂ 2 ○

発生生物学Ｂ 2 ○

原生生物学 2 ○

発生生物学演習 2 ○

細胞生物学演習 2 ○

分子生理学演習 2 ○

植物分類生態学演習 2 ○

植物生理化学演習 2 ○

植物分子細胞構築学演習 2 ○

分子遺伝学演習 2 ○

分子形質発現学演習 2 ○

遺伝子化学演習 2 ○

進化発生学演習 2 ○

島嶼生物学演習 2 ○

海洋生物学実習Ａ 1 ○

植物地理学実習 1 ○

宮島生態学実習 1 ○

海洋生物学実習Ｂ 1 ○

公開臨海実習 （注６） 1 ○

生物科学特別講義 （注７） ○ ○ ○ ○

理学部他プログラムで開講される専門
科目の授業科目

○ ○ ○ ○ ○ ○

Open-endな学びによるHi-サイエン
ティスト養成プログラムで開講される
「科学リテラシー」，「科学英語セミ
ナー」及び「自由課題研究」

○ ○

（注８） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（専門教育）

区
分

科 目 区 分
要修得
単位数

授 業 科 目
単
位
数

履修指定

履 修 年 次 （下段の数字はセメスターを示す）

専
門
教
育

専門基礎科目

77

6

専門科目

30
以
上

22

2
以
上

2

上記２２科目のうちから１５科目３０単位以上

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修

必修

選択必修

上記５科目の「先端理学科目」から１科目２単位以上

選択必修

上記１１科目のうちから１科目２単位のみ要修得

1
以
上

選択必修

上記３科目のうちから１科目１単位以上 （注５）

（注６） ｢公開臨海実習｣は，春季（春休み）の一定期間に集中的に行われ，受講人数に制限がある。

選択

←○→

科目区分を問わない 10

合計 128

（注４） 専門教育科目の要修得単位数７７を充たすためには，必修科目計２８単位及び選択必修科目計３５単位に加えて，選択必修科目及び選択科目のうちから
１４単位以上を修得する必要がある。

（注５） ｢海洋生物学実習Ａ｣，｢植物地理学実習｣，｢宮島生態学実習｣は一定期間に集中的に行われ，それぞれについて受講人数の制限がある。
「植物地理学実習」及び「宮島生態学実習」は２，３年次生を対象とし，交互に隔年で開講される。

（注７） ｢生物科学特別講義｣は，一定期間（５セメスター以降）に集中形式で開講される。

（注８） 卒業要件単位数は１２８であるので，各科目区分の要修得単位数(教養教育科目４１単位，専門教育科目７７単位 合計１１８単位)に加えて，科目区分を
問わず，さらに１０単位以上修得することが必要である。
ただし，以下の科目の単位は含まない。
・６単位を超過して修得したパッケージ別科目
・教職に関する科目及び教科に関する科目のうち，「物理学実験Ａ」，「化学実験Ａ」，「生物学実験Ａ」，「地学実験Ａ」
・「博物館実習」
・他学部他プログラム等が開講する専門基礎・専門科目のうち，生物学プログラム担当教員会が認めない科目

（注４）
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別紙４

プログラム到達度評価項目と評価基準の表

○ 知識・理解

評価項目
非常に優れている

(Best)

優れている

(Modal)

基準に達している

(Threshold)

備 考
（適用科目名を記載）
※（ ）内は履修ｾﾒｽﾀｰ

基礎科学等の理

系分野の基礎知識

の習得

到達度は，適用

科目に対してなさ

れた４段階の到達

度評価（３(B)，２

(M)，１(T)，０(N)）

を集計した平均値

（３.０満点）とし

て与えられる。２.

５以上を基準とす

る。

到達度は，適用

科目に対してなさ

れた４段階の到達

度評価（３(B)，２

(M)，１(T)，０(N)）

を集計した平均値

（３.０満点）とし

て与えられる。１.

５以上を基準とす

る。

到達度は，適用

科目に対してなさ

れた４段階の到達

度評価（３(B)，２

(M)，１(T)，０(N)）

を集計した平均値

（３.０満点）とし

て与えられる。１.

０以上を基準とす

る。

基礎生物科学Ａ(3)

基礎生物科学Ｂ(3)

動物学，植物学，

生化学，遺伝学の

基礎的知識の習熟

到達度は，適用

科目に対してなさ

れた４段階の到達

度評価（３(B)，２

(M)，１(T)，０(N)）

を集計した平均値

（３.０満点）とし

て与えられる。２.

５以上を基準とす

る。

到達度は，適用

科目に対してなさ

れた４段階の到達

度評価（３(B)，２

(M)，１(T)，０(N)）

を集計した平均値

（３.０満点）とし

て与えられる。１.

５以上を基準とす

る。

到達度は，適用

科目に対してなさ

れた４段階の到達

度評価（３(B)，２

(M)，１(T)，０(N)）

を集計した平均値

（３.０満点）とし

て与えられる。１.

０以上を基準とす

る。

動物生理学Ａ(4)

微生物学(4)

植物分類学(4)

生化学Ａ(4)

分子遺伝学Ａ(4)

動物形態学(4)

遺伝学(4)

植物生態学Ａ(5)

動物生理学Ｂ(5)

植物生理学Ａ(5)

生化学Ｂ(5)

植物形態学(5)

細胞生物学Ａ(5)

発生生物学Ａ(5)

比較発生学(5)

植物生態学Ｂ(6)

分子遺伝学Ｂ(6)

細胞生物学Ｂ(6)

情報生物学(6)

植物生理学Ｂ(6)

発生生物学Ｂ(6)

原生生物学(6)

生物学各専門分

野の高度な専門的

知識の理解と習得

到達度は，適用

科目に対してなさ

れた４段階の到達

度評価（３(B)，２

(M)，１(T)，０(N)）

を集計した平均値

（３.０満点）とし

て与えられる。２.

５以上を基準とす

る。

到達度は，適用

科目に対してなさ

れた４段階の到達

度評価（３(B)，２

(M)，１(T)，０(N)）

を集計した平均値

（３.０満点）とし

て与えられる。１.

５以上を基準とす

る。

到達度は，適用

科目に対してなさ

れた４段階の到達

度評価（３(B)，２

(M)，１(T)，０(N)）

を集計した平均値

（３.０満点）とし

て与えられる。１.

０以上を基準とす

る。

先端生物学(5)

生物学学術論文

を読解できるレベ

ルの専門用語英語

力の修得

到達度は，適用

科目に対してなさ

れた４段階の到達

度評価（３(B)，２

(M)，１(T)，０(N)）

到達度は，適用

科目に対してなさ

れた４段階の到達

度評価（３(B)，２

(M)，１(T)，０(N)）

到達度は，適用

科目に対してなさ

れた４段階の到達

度評価（３(B)，２

(M)，１(T)，０(N)）

生物科学セミナー(3)
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を集計した平均値

（３.０満点）とし

て与えられる。２.

５以上を基準とす

る。

を集計した平均値

（３.０満点）とし

て与えられる。１.

５以上を基準とす

る。

を集計した平均値

（３.０満点）とし

て与えられる。１.

０以上を基準とす

る。

○ 知的能力・技能

評価項目
非常に優れている

(Best)

優れている

(Modal)

基準に達している

(Threshold)

備 考
（適用科目名を記載）
※（ ）内は履修ｾﾒｽﾀｰ

身につけた基礎

的知識を生物学的

諸問題に応用でき

る能力の修得

１ 自然現象を分

析的に観察する

思考力。

２ 分析の結果得

られるデータを

解釈類型化評価

する能力。

３ 学術論文を読

みこなすことが

できるレベルの

論文読解力と英

語力。

上記３項目につ

いて，適用科目に

対してなされた４

段階の到達度評価

（３(B)，２(M)，

１(T)，０(N)）を

もとに総合的に評

価し（３.０満点），

２.５以上を基準

とする。

１ 自然現象を分

析的に観察する

思考力。

２ 分析の結果得

られるデータを

解釈類型化評価

する能力。

３ 学術論文を読

みこなすことが

できるレベルの

論文読解力と英

語力。

上記３項目につ

いて，適用科目に

対してなされた４

段階の到達度評価

（３(B)，２(M)，

１(T)，０(N)）を

もとに総合的に評

価し（３.０満点），

１.５以上を基準

とする。

１ 自然現象を分

析的に観察する

思考力。

２ 分析の結果得

られるデータを

解釈類型化評価

する能力。

３ 学術論文を読

みこなすことが

できるレベルの

論文読解力と英

語力。

上記３項目につ

いて，適用科目に

対してなされた４

段階の到達度評価

（３(B)，２(M)，

１(T)，０(N)）を

もとに総合的に評

価し（３.０満点），

１.０以上を基準

とする。

発生生物学演習(8)

細胞生物学演習(8)

分子生理学演習(8)

植物分類生態学演習(8)

植物生理化学演習(8)

植物分子細胞構築学演習

(8)

分子遺伝学演習(8)

分子形質発現学演習(8)

遺伝子化学演習(8)

進化発生学演習(8)

島嶼生物学演習(8)

海洋生物学実習Ｂ(5)

公開臨海実習(4)
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○ 実践的能力・技能

評価項目
非常に優れている

(Best)

優れている

(Modal)

基準に達している

(Threshold)

備 考
（適用科目名を記載）
※（ ）内は履修ｾﾒｽﾀｰ

身につけた基礎

的知識を元に実

験・調査などを遂

行する能力の修得

１ 基礎的な観察

技能と実験操作

技能。

２ 観察した自然

現象や実験操作

の結果を，記述

する能力。

３ データを分析

処理する能力。

４ 関連する情報

を収集する能

力。

上記４項目につ

いて，適用科目に

対してなされた４

段階の到達度評価

（３(B)，２(M)，

１(T)，０(N)）を

もとに総合的に評

価し（３.０満点），

２.５以上を基準

とする。

１ 基礎的な観察

技能と実験操作

技能。

２ 観察した自然

現象や実験操作

の結果を，記述

する能力。

３ データを分析

処理する能力。

４ 関連する情報

を収集する能

力。

上記４項目につ

いて，適用科目に

対してなされた４

段階の到達度評価

（３(B)，２(M)，

１(T)，０(N)）を

もとに総合的に評

価し（３.０満点），

１.５以上を基準

とする。

１ 基礎的な観察

技能と実験操作

技能。

２ 観察した自然

現象や実験操作

の結果を，記述

する能力。

３ データを分析

処理する能力。

４ 関連する情報

を収集する能

力。

上記４項目につ

いて，適用科目に

対してなされた４

段階の到達度評価

（３(B)，２(M)，

１(T)，０(N)）を

もとに総合的に評

価し（３.０満点），

１.０以上を基準

とする。

生物科学基礎実験 I(3)

生物科学基礎実験 II(4)

生物科学基礎実験III(5)

生物科学基礎実験 IV(6)

海洋生物学実習Ａ(3)

植物地理学実習(3)

宮島生態学実習(4)

○ 総合的能力・技能

評価項目
非常に優れている

(Best)

優れている

(Modal)

基準に達している

(Threshold)

備 考
（適用科目名を記載）
※（ ）内は履修ｾﾒｽﾀｰ

研究の実行・解

析能力の修得

１ 高度な実験操

作技能。

２ 新規な実験・

研究手法。

３ 新奇な実験事

実の解析能力。

４ 未経験な内容

に取り組む姿

勢。

上記 4 項目に

ついて，総合的に

判断して，卓越し

ている。

１ 高度な実験操

作技能。

２ 新規な実験・

研究手法。

３ 新奇な実験事

実の解析能力。

４ 未経験な内容

に取り組む姿

勢。

上記 4 項目につ

いて，総合的に判

断して，優れてい

る。

１ 高度な実験操

作技能。

２ 新規な実験・

研究手法。

３ 新奇な実験事

実の解析能力。

４ 未経験な内容

に取り組む姿

勢。

上記 4 項目につ

いて，総合的に判

断して，及第点で

ある。

卒業研究(7,8)










